
佐久市教育振興基本計画（令和９年度～令和１３年度）骨子案 概要

現行計画が期間満了を迎える中、その成果と課題を検証し未来に継続
するとともに、社会の大きな変化と複雑化する教育課題に的確かつ戦略
的に対応するため、新たな「佐久市教育振興基本計画」を策定する。

・教育基本法第１７条第２項の規定に基づく、佐久市の教育の振興の
ための基本的な計画。

・「第三次佐久市総合計画」における基本構想の教育・文化分野の
施策の方向性のもとで、教育に関する施策を総合的かつ体系的に
構築する計画

・「佐久市教育大綱」と基本理念を共有する計画

・令和９年度から令和１３年度までの５年間
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○令和５年３月に、今後５年間の県の教育政策の方向性を示す「第４次
長野県教育振興基本計画」を策定

個人と社会のウェルビーイングの実現
～一人ひとりの『好き』や『楽しい』、『なぜ』を

とことん追求できる『探究県』長野の学び～

佐久市教育振興基本計画（令和９年度～令和１３年度）骨子案 概要

○社会状況の変化を踏まえ、第４期教育振興基本計画が令和5年6月に閣議
決定
・２つのコンセプト…

「持続可能な社会の創り手の育成」
「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」

・コンセプトを実現するための「５つの基本的な方針」

① グローバル化する社会の持続的な発展に向けて学び続ける
人材の育成

② 誰一人取り残されず、全ての人の可能性を引き出す共生
社会の実現に向けた教育の推進

③ 地域や家庭で共に学び支え合う社会の実現に向けた教育の
推進

④ 教育デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進
⑤ 計画の実効性確保のための基盤整備・対話

第２章 計画策定の背景

１ 社会情勢の変化

計画の策定に当たり、教育を取り巻く社会情勢の変化を整理

（１）人口減少・少子高齢化の深刻化

・「自然減」の拡大、超高齢社会の到来
・生産年齢人口の減少による人手不足
・自らが社会の創り手となり、社会を維持・発展させていくことの

できる人材の育成が急務

（２）ＤＸの進展

・世界全体でのデジタル化の飛躍的進展
・学校におけるＩＣＴ環境の進展、ＩＣＴの「日常化」
・ＩＣＴを上手に使いこなす情報活用能力、本当のものを見抜く

クリティカルシンキング等、人間にしかできない能力を育む必要性

（３）グローバル化の進展

・自国の伝統や文化を深く理解し、自己を確立した上で、異なる文化
や価値観を理解・尊重し、自らの考えを発信できる、コミュニケー
ション能力や国際感覚を身に付ける必要性

（４）ＶＵＣＡ（ブーカ）の時代の到来

・現代は将来の予測が困難な「ＶＵＣＡ（ブーカ）」の時代
（変動性Volatility、不確実性Uncertainty、複雑性Complexity、

曖昧性Ambiguity）
・望む未来を自ら示し、試行錯誤しながら課題を解決し、新たな価値

を創造していく主体的な行動力や変革を起こす力が求められる

（５）価値観やライフスタイルの多様化

・価値観やライフスタイルの多様化
・性別、年齢、国籍、障がいの有無などに関わらず、全ての人が社会

の一員として尊重・包摂される「インクルーシブな社会」への転換
が急務

（６）ウェルビーイングの実現

・人々の価値観が「物質的な豊かさ」から、生きがいや充足感を重視
する「心の豊かさ」へとシフト

・個人の幸せと社会全体の幸せが共に実現される学びの環境づくりが
求められる

２ 国の状況

○中央教育審議会が、次期学習指導要領の改訂に向け、令和7年9月に、
教育課題の方向性をまとめた「論点整理」を取りまとめ
・生涯にわたって主体的に学び続け、多様な他者と協働しながら、自ら

の人生を舵取りすることができる、民主的で持続可能な社会の創り手
を「みんな」で育むため、

①「主体的・対話的で深い学び」の実装（Excellence）
②多様性の包摂（Equity）
③実現可能性の確保（Feasibility)

の３つの方向性を踏まえて、現行の学習指導要領をより深化させる

【第４期教育振興基本計画について】

【次期学習指導要領について】

３ 県の状況
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佐久市教育振興基本計画（令和９年度～令和１３年度）骨子案 概要

・第三次佐久市総合計画の基本構想における、７つの政策分野ごとの
まちづくりの方向性のもとに、新たな佐久市教育振興基本計画を策定
し、計画に基づく施策を推進することにより教育の振興に取り組む。

・新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んでいた生涯学習活動は、
近年は着実に回復

・幅広い年代や様々な立場の市民が主体的に学び続けることができるよう、
生涯学習機会の更なる充実と、指導者の継続的な確保・育成を図る必要

・新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んでいた施設利用状況
が着実に回復し、市民の文化芸術活動は再び活気を取り戻している

・文化資産をリアルとデジタルの両面からさらに効果的に活用・発信し、
市民が郷土の歴史や文化に誇りと愛着を持てる環境づくりを進める必要

・市民の人権意識の高揚に向けた取組が着実に広がっている。
・若年層をはじめ幅広い世代が参加しやすく、主体的に学べるような

講座の内容や手法を工夫していく必要

・「信州やまなみ国スポ・全障スポ」に向け、準備と機運醸成を本格化
・体育施設利用者数は、新型コロナウイルス感染症の影響から力強く回

復し、増加傾向
・生涯にわたって誰もがスポーツに親しみ、心身の健康を保つことがで

きる環境づくりを進める必要

第２章 計画策定の背景

４ 佐久市の状況

（１）教育・文化分野の政策の状況

ウ 社会教育の状況

（ア）生涯学習の状況

（イ）文化芸術の状況

（ウ）人権同和教育の状況

（エ）スポーツの状況

教育・文化分野の方向性：

豊かな体験から学び、生きる力を育むまちづくり

ア 第三次総合計画

イ こどもに関する施策の状況

・教育分野にとどまらず、保健・福祉・子育て環境などを含めた生活全
般にわたる総合的な施策を推進するため、佐久市こども計画を策定。

（２）本市の教育をめぐる現状

・市内の児童、生徒数は減少傾向
・学級数全体は減少傾向だが、特別支援学級数は増加傾向
・開発に伴う人口増加により、児童生徒数が増加している地域もある
・望ましい教育環境を確保できる適正な学校規模を維持していくため、

学区別の人口の変化を注視していく必要

・「知識・技能」の領域と比較して、「思考・判断・表現」の領域に
課題が見られる

・学習への前向きな意識が全国平均を上回っており、自己有用感や
向社会性も上昇傾向

・従来の「教える授業」から、自ら理由や根拠を説明する「考える
授業」へ転換し、「探究的な学び」や「主体的・対話的で深い学
び」を一層推進する必要

・複数の社会的要因が複雑に絡み合う、これらの課題を乗り越えるために
は、従来の教育のあり方に囚われない、時代の変化に対応した、新時代
の教育を推進することが必要

・本市の人口は、平成２２年をピークに減少傾向で、少子高齢化が進む
・第三次佐久市総合計画に掲げる将来人口展望を達成するためには、

教育分野においても、市内外の人に将来にわたり選ばれるまちと
なるよう取り組む必要がある

ア 人口減少・少子高齢化の深刻化

イ 学校教育の状況

（ア）小学生児童数・（イ）中学生生徒数

（ウ）小中学生の学力・学習状況

・社会情勢の急激な変化に伴い、様々な教育的な課題が顕在化

－体力の低下
－心を育てる教育
－英語教育

（エ）社会情勢の変化の小中学校への影響
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佐久市教育振興基本計画（令和９年度～令和１３年度）骨子案 概要

・児童生徒の９割弱が「学校が楽しい」と感じていると回答し、８割
強が「学校の勉強が分かる」と回答したことから、児童生徒の学校
への満足度は高いと考えられる

・佐久市教育振興基本計画に掲げる施策の方針に対応する取組が、学校
で実現できているかを問う質問では、質問した全項目において、半数
以上の児童生徒が、設問の取組を学校で実施できていると回答

・一方、「学校に行けない時の居場所」、「いじめ対応」、「キャリア
教育」に係る項目については、他項目と比較して、取組を学校で実施
できていると回答した児童生徒の割合が低かった

・保護者が力を入れていくことが望ましいと考える施策は、回答率の高
い順に、「個別最適な学びと協働的な学びによる探究的な学びの
推進」、「キャリア教育」、「英語教育」、「多様な特性を持った児
童生徒に対応する教育」であった

第２章 計画策定の背景

５ 教育に係る市民意見

（１）これからの佐久市の教育についてのアンケート調査

・調査対象：佐久市立小学校５、６年生及び全佐久市立中学生
・回答者数：3,334名（全調査対象の80.5％）

ア こどもアンケート

（ア）学校生活・学習に関する満足度

（イ）学校の取組に関する評価

イ 保護者アンケート

・調査対象：佐久市立小・中学校の保護者
・回答者数：750名

（２）佐久市の教育を考えるワークショップ

〈抽出されたキーワード〉

○目指すこども像

・主体性、インクルーシブ、レジリエンス、情報リテラシー

○目指す市民像

・リスキリング、インクルーシブ、多様性を認め合う、当事者意識

（３）佐久市ＰＴＡ連合会からの意見聴取

〈抽出されたキーワード〉

○これからの佐久市のこどもにどのように育ってもらいたいか

・生きる力、他者との共生、佐久地域への愛

○佐久市の教育に求めること

・試行錯誤できる探究的な学びの場づくり、
自然・社会や多様な人々とかかわる体験の場づくり、
不登校支援の充実 等

（４）小・中学校ランチミーティング

〈抽出されたキーワード〉

・自分たちで作る学び
・学校、学年を超えた他者との交流
・居場所づくり（不登校支援）

（５）生涯学習に関するアンケート調査

・調査対象：限定なし
・回答者数：413名

・生涯学習を行っていると回答した人が挙げる、生涯学習を行っている
理由は、人生を豊かにするための「生きがい」や、「健康づくり」が
上位

・生涯学習を行っていないと回答した人の中でも、生涯学習の必要性を
感じないと回答する人は比較的少なく、生涯学習の必要性への理解や
意欲は高い

〈抽出されたキーワード〉

・生きがい、健康づくり、つながり、学ぶための環境

・市内各小・中学校を巡り、各校の代表児童・生徒の対話の機会を
設け、児童生徒等の意見を聴取
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○これからの時代に必要となるのは、

－豊かな経験に裏打ちされた、
－情報を多角的・批判的に吟味し、
－自ら問いを立て、他者と協働しながら試行錯誤を繰り返し、
－新たな価値を創造していく力

子どもに単に知識を身に付けさせる教育

⇓

未知の状況でも課題解決に繋げていける
思考力、判断力、表現力等を育む教育

佐久市教育振興基本計画（令和９年度～令和１３年度）骨子案 概要

社会情勢の変化や国、長野県、本市の状況を踏まえ、以下の２点を基本的な考え方として計画を策定

第２章 計画策定の背景

６ 計画策定における考え方

（１）未来を生き抜く力を育む
～「教わる」から「自ら考え、学ぶ」へ～

（２）教育が創るウェルビーイング
～「安心できる居場所」から「幸せを実感できるまち」へ～

ア ＡＩ時代と高まる「主体的な学び」へのニーズ

イ 受動的な教育からの脱却と、新たな学びの環境づくり

ア 誰ひとり取り残さない「安心できる居場所」

イ ウェルビーイングの実現と、教育が牽引するまちづくり

○生成ＡＩ等の進化をはじめとする、デジタル技術の発展に伴う情報
社会の進展や、社会のグローバル化、価値観の多様化が進む中では、
SNS等にあふれる情報や、ＡＩ等のテクノロジーに呑み込まれること
なく、自らの頭で考え判断する力が一層重要になる

○社会の変化に対応した、市民の教育へのニーズ
・こども：「自分たちで考えて進める授業がしたい」
・保護者：「探究的な学び」や「キャリア教育」

○教育に求められる役割の変化…

・本市が長年大切にしてきた「コスモスプラン」の精神をさらに
深化させ、自らの意思で学び続ける市民を育成するための取組

・従来の時間・空間・働き方の枠組みにとらわれない、個別最適な
学びと協働的な学びを一体的に実現できる、新時代の教育環境の
整備

そのような力を身に付けるために…

を進める必要がある

○価値観やライフスタイルが多様化する中、個人の違いを単に認める
だけでなく、それを新しい価値の創造へとつなげる「多様性の包摂」
が求められている

○「多様性の包摂」を求める、市民のニーズ
・こども：安心できる居場所、多様な学びの選択肢
・保護者：多様な特性を持った児童生徒に対応する教育、いじめ防止

○特別支援教育や、不登校・いじめ対策などを通じ、誰ひとり取り残
されることなく、自らの可能性をひらくことができる教育環境を整備
する必要

○「多様性の包摂」を実現する学びの環境整備は、市民が他者と
支え合いながら、能動的に学びを行うための基盤となる

・「多様性の包摂」を実現した学びの過程で育まれる、人との
つながりや信頼関係が、地域社会への誇りや愛着を深める

・つながりの中で、こどもから大人まで、誰もが自分らしく
主体的に学ぶ姿が世代を超えて波及し合うことで、主体的に
学び続ける市民が増える

・地域の課題を自分事として捉え行動する市民が増えることで、
個人の幸せと地域全体の豊かさが循環し、地域のウェルビーイングが
実現する

○地域のウェルビーイングの実現は、交流人口、定住人口の誘引に
つながる
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佐久市教育振興基本計画（令和９年度～令和１３年度）骨子案 概要

・本計画は、その基本理念を「佐久市教育大綱」と共有
・市の教育の目指す姿は以下のとおり

第３章 佐久市の教育の目指す姿

１ 基本理念

豊かな体験を通じて主体的に学び、
ともに生きる力を育む人づくり、まちづくり

自ら感じ、考え、夢や希望をもって、
ともに可能性をひらくこども

生涯にわたり学び、支え合い、
ともに自己実現を目指す市民

２ 目指す姿を具現化するための施策分野（施策の体系）

１．豊かな体験を通じ、可能性をひらく学びの推進
《学校教育課・学校給食課》

２．誰ひとり取り残さない、生きる力を育む学びの保障
《学校教育課・教育施設課》

３．生涯にわたる主体的な学びの環境づくり
《生涯学習課・中央図書館》

４．文化の承継と創造を培う環境づくり
《文化振興課・近代美術館》

５．尊重の心を育む環境づくり
《人権同和課》

６．健康で活力ある心身を育む環境づくり
《スポーツ課》

基本理念

・基本理念に謳う、市の教育の目指す姿を実現するため、次の６つの施策
分野を柱として、各種の教育施策を推進

・施策分野は、概ね各関係課等の所管事業に対応するよう整理

○探究的な学び、ICTを活用した情報教育、キャリア教育、学校施設の
充実、安全対策、安心・安全な学校給食の提供、教職員の働き方改革 等

○特別支援教育・就学援助の充実、不登校・いじめ対策、医療的ケア児・
外国籍のこどもへの支援、学校施設の整備 等

○多様な学びの居場所づくり、学びたい心と機会がつながる仕組みづくり

○文化・芸術活動の促進、地域の歴史や文化財の継承・活用を通じた
新たな創造の環境づくり

○道徳教育・人権同和教育の推進、男女共同参画社会に向けた取組等を通じ
た、互いの多様性を認め合い、一人ひとりを尊重する豊かな心を育む環境
づくり

○生涯スポーツの振興を通じた市民の体力や運動能力の向上、競技スポーツ
の振興やスポーツによる交流の創出を通じた、市民の健康で活力ある心身
を育む環境づくり 6

目指すこども像

目指す市民像



佐久市教育振興基本計画（令和９年度～令和１３年度）骨子案 概要

第４章 基本計画

１ 施策体系図
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の２つの考え方を統合したものとして、 全体テーマ：「学びの自走者」の育成 を掲げる

「ウェルビーイングを実現する教育」「受動的な教育から主体的な学びへの転換」

○計画策定における考え方において示した、基本的な考え方（未来を生き抜く力を育む・教育が創るウェルビーイング）に対応する、

佐久市教育振興基本計画（令和９年度～令和１３年度）骨子案 概要

第４章 基本計画

２ 重点方針

全体テーマ：「学びの自走者」の育成

３ 重点施策、４ 目指す姿を実現するための施策・取組

（※素案において、計画期間中に特に重点的に取り組む施策及び、６つの施策分野ごとの主な施策を記載予定）

○「学びの自走者」とは…

・誰かから与えられ牽引される学び手ではなく、自ら問いを立て、情報を収集・分析し、他者と協働しながら試行錯誤を
繰り返し、課題解決や新たな価値の創造に向けて主体的に学び続ける人

・困難に直面した際には周囲と助け合い、多様な背景や価値観を持つ他者とのつながりを大切にしながら、自らの意思で、
それぞれのペースで、「自分らしい人生」を歩む人

○「学びの自走者」を育む教育は…

・こどもたちに未来を切りひらき、幸せをつかむ力を授ける

・大人にとっても生涯学び続ける意義や価値を見出すことにつながる

○すべての市民が「学びの自走者」となり、異なる価値観を持った多くの人々との対話を繰り返し、地域の課題を自分事として捉え
行動することで、学びによる幸せは個人のみにとどまらず、他者との関わりや地域社会への貢献を通じて広がる

⇒個人の幸せと地域全体の豊かさが循環するまちづくりが実現

○市教育委員会では、重点施策の実施により「学びの自走者」の育成を目指す
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・高まる「主体的な学び」の必要性

・「主体的な学び」の実現のための教育環境整備

と、 ・多様性を包摂する教育環境づくりの必要性

・多様性を包摂した環境が、地域のウェルビーイングを実現する



佐久市教育振興基本計画（令和９年度～令和１３年度）骨子案 概要

第５章 計画の推進に向けて

１ 計画の推進体制

２ 進行管理

３ 計画活用の工夫

○本計画の推進に当たっては、教育委員会が中心となり、学校、家庭、地域、関係機関、団体等がそれぞれの役割を果たせるよう、
連携・協働しながら各施策に取り組む

○市ホームページ等を活用して情報発信を行い、本計画の周知・共有・理解に努める

○本計画の進行管理にあたっては、「ＰＤＣＡサイクル」の考え方によることを基本とし、進行状況の確認・評価を行うととともに、
それぞれの分野において、課題の抽出・改善を図りながら事業の推進に努める

○目標の達成状況や社会情勢の変化などを踏まえ、必要に応じて計画や施策の見直しを行い、適切な進行管理に努める

○計画は、教育関係者をはじめ、保護者やこどもたちに広く活用されてこそ意味を持つ

⇒イラストを用いて、計画の概要やポイントを分かりやすくまとめた「コンセプトブック（概要版）」を制作し、幅広に配布する
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○先行きが不透明で将来の予測が困難となる中、変化に対して迅速かつ柔軟な対応を行うため、※ＯＯＤＡループの観点も取り入れ
ながら、各事業を推進する

ウーダ

※ＯＯＤＡ（ウーダ）ループ
「Observe（観察、情報収集）」・「Orient（状況、方向性判断）」・「Decide（意思決定）」・「Act（行動、実行）」の

ループを高速に繰り返すことで、変化の速い環境に適応する意思決定の手法。
ＰＤＣＡサイクルと異なり、計画（Plan）をスタートとしていないため、スピーディーな意思決定を行うことが可能。

また、外的要因による変化を考慮したり、予想できなかった変化があれば、途中で前の段階に戻ったり、状況に応じて任意の段
階からループを再開することも可能。


